























研究成果の概要（英文）：The current version of 3D FSE ASL sequence has successfully 
demonstrated the feasibility of Continuous ASL-perfusion imaging with ATT 
compensation in chronic cerebrovascular disease on 3T MRI. The correlation between 
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１． 研究開始当初の背景 











(2) MRS 課題： MRS にて MRS の対象と
なる脳代謝産物は、比較的濃度の高い NAA、
Cr、Cho が主となっていた。脳神経伝達物質、
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た CASL 法と PET による血流値の検証を目
的とした。 
 












(1) ASL 課題:  3.0T MR 撮像装置（GE，
Signa HD）を用いた。基本のシーケンスは、
3DFSE で、TR/TE＝10/2.50(ms)、再構成の




織の T1 値の違いを補正するため、T1 マッ
プの作成も行った。血液のT1値を1700 ms、
Brain/Blood の分配係数を 0.9 と仮定し、コ
ンパートメントモデルを用い組織血液潅流
量 （ml/min/100g）を pixel 毎に計算し、
rCBF map を作成した（Kimura H, et. al. 






PET 画像のスライス面との間で rCBF 値を
pixel 単位で比較した。 
 
(2) MRS 課題： 正常被験者で、若年者
(N=12、年齢 24±2)と高齢者（N=9、年齢 63
±3）の 2 群を対象とした。SIGNA Excite 
3.0T で 、 MEGA-PRESS （ TR/TE=1500/          
61ms）を使用した。LCModel の定量濃度
（mmol/L）の推定値を用いた。組織区分は
Voxel 内に相当する 3D-SPGR の信号を
histogram 解析することで分離した。灰白質
を中心とする前部帯状回と若年者では放線















用例. 上段より ATT の補正(-)の ASL-CBF









































放線冠白質 1.3±0.4 となった（p<0.05）。 
VOI 内の灰白質の割合に有意差はなく、脳脊

























図３. VOI 内の組織比率の評価： MRS の
信号を収集した VOI 内の pixel を T1 強調画
像の信号の histogram から、CSF（赤）、灰
白質（緑）に色分けしたもの。上記例では、























図４. Note)ACI：anterior cingulate gyrus 
VOI, CR: corona radiata、a）若年グループ
での ACI と CR 領域での GABA 推定値の
比較、b）若年グループと高齢者グループで
の ACI 領域の GABA 推定値の比較、c）若年
グループと高齢者グループでの ACI 領域の










































脳血管障害患者（平均 63±7 歳、男性 5 例）
を対象にした。いずれも 3T MRI 装置（Signa 
HD、GE）を用い、同日に CASL 法と Gd 造
影剤を用いたT2-DSC法による血流評価を行


















半球皮質部に 4 カ所ずつ ROI を設定し、両
手法で得られたパラメタを比較した。 
【結果と考察】AT と TTP の間には強い相関
（母相関係数の点推定 r=0.83）を認めた。さ














(4) ASL、ATT mapping の最適化：目的は、
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名 称 ： MEGA PRESS 法 を 用 い た
GABA,Glu, Gln の定量方  
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